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観察の森（下福井・楢戸地内22本）

油圧式半自動薪製造機
「ハッキピルケ」

新型コロナウイルス
ワクチン接種委託料

いやしの森（布沢地内80本）　

他県での倒木事故を受け、遊歩道等緊急点検結果に
基づきナラ枯れ危険木伐採を実施。

森林資源の活用に一歩前進。
薪ステーションの整備が動き出す。

薪の大量生産、効率化出来る器機。

今年度無料接種に伴う委託料。

国民健康保険税条例の一部改正

国民健康保険税の国民健康保険税の
　税率を引き下げ　税率を引き下げ

６月
会議

　
６
月
会
議
は
、
６
月
１３
日
よ
り
１６
日
ま
で
の
４
日
間

開
か
れ
、
条
例
改
正
・
一
般
会
計
補
正
予
算
・
特
別
会

計
補
正
予
算
等
を
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

（千円未満切捨て）

国民健康保険税の国民健康保険税の
　税率を引き下げ　税率を引き下げ

問 国民健康保険税の広域化のもとで将来税が高くなる。加入者も減っていくと
少ない被保険者で多くの医療費を負担する必要がある。将来を見据えた基金

の活用は。

問 ナラ枯れ・支障木の活用は検討しているか。

答 基金は激変緩和のために使う。統一した後の基金の活用は決まっていない。
今後、県の会議の中で検討される。

答 今後、使えるものは活用していきたい。

被保険者の経済的負担を軽減するため、基金繰入により税率を引き下げる改正。

しっかりとした安全対策を！

最新鋭薪製造機

森林整備事業

衛生費

39万円

646万円

3912万円

168万円

財産の取得
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国民健康保険施設特別会計児童福祉総務費
研修旅費について。

地域力創造アドバイザー謝礼

マイクロバス購入費

地域づくり推進交付金

克雪対策事業補助金

560万円

1425万円

285万円

395万円

国の外部専門家制度を利用し、只見町の「食」を通じたPR推進事業。
米やトマトなど食資源発掘情報発信の手法等をアドバイスいただく。

町所有のバスを購入し、振興対策として只見高校にも貸与する。

集会施設へのエアコン設置補助。

屋根塗装や改良等合計64件の申込があり。
当初予算1000万円に追加し合計1395
万円に増額し、申請に対応。 雪対策万全

冬も安全４ＷＤ車

問 子ども子育て会議委員の研修先は

答 二本松市の「あゆみ学園」と既存
の認定こども園で実施。
保育士も同行し研修する。

問 医師・看護師不足対策で予算処置されていない
が、確保に向けた取り組みはされているのか。

答 医療従事者の確保にむけ、引き続き努力する。

医師・看護師不足対策について。
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新会社

会津ただみ振興公社 季の郷湯ら里

全
員
協
議
会

　議会は「只見駅一部設備改修（案）」に今後の観光路線としても、慎重な対応が必要となることを考
え、町当局とともに、JR東日本東北本部との協議を重ねることとした。
　６月19日には、JR東日本東北本部総務部企画部長外２名が来庁され、町長、議長が対応した。

１．只見駅の下り本線一部改修案
２．下り本線上下出発場内信号機撤去・分岐器撤去・常時鎖錠
分岐器化

１．器機設備の故障、雪の介在等による輸送障害低減。
２．特殊設備を減らすことにより安全性向上、施設管理、保守
に関わる維持費低減・労働環境改善。

１．只見駅での列車交差ができなくなるのでは無いか。
２．SL、DL車両の入れ替えができなくなる。
３．緊急時の対応能力の低下。
４．除雪車両・保守車両の運行に支障、将来的には人員削減につながり、無人駅となってしまう可能性
がある。

★「只見駅一部設備改修」説明内容

★設備改修の理由

★設備改修（案）により出された問題点

　６月13日議会全員協議会においてJR東日本東北本部より提示され
た「只見駅一部設備改修」の説明を受け、町も議会としても、今後のＪＲ
東日本の判断を注視し慎重に対応していくように協議がなされました。

　５月１７日全員協議会において「（株）季の郷湯ら里」
と「（株）会津ただみ振興公社」の経営改善策を示し、
２社の統合計画の概要が説明された。
　議員各位から、２社が抱える債務や、今後会社を運
営していく人材、体制など多くの質疑が寄せられた。
　今後も担当委員会や、全員協議会等で審議を重ねて
いく。

第三セクターの
再編は

ＪＲ東日本
「只見駅一部設備改修」を提示

施設改修が検討されている只見線ホーム

44



議
会
活
動

　５月９日、１０日JR東日本東北本部、只見線管理事務所、福島県生
活交通課へ只見線全線再開通の御礼に伺い意見交換をしました。

＊運航ダイヤ改正
＊利便性・アクセス向上の検討
＊只見駅複合駅舎新設に関すること

ＪＲ東日本東北本部へ
只見線全線再開通の御礼

表
紙
の
写
真
に
想
う

　
白
熱
し
た
紅
白
リ
レ
ー

の
バ
ト
ン
パ
ス
の
１
コ
マ
。

　
令
和
５
年
５
月
２０
日
に

只
見
町
立
只
見
小
学
校
の

運
動
会
が
実
施
さ
れ
、
応

援
合
戦
、
徒
競
走
、
綱
引

き
等
白
熱
し
た
戦
い
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ＪＲ東日本東北本部訪問

意見交換内容
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議会に関心を持ってくれたかな！議会に関心を持ってくれたかな！

議長は進行役など大変な仕事なんだよね。

只見町議会はいつでも会議が開かれることになってい
るので回数の決まりはないんだよ。

６０分長いようだけど「あれも聞きたい、これも言い
たい」結構短く感じるんだよね。

旧八十里道路はしっかりと後世に残していきたいよね。

会議の日にちは事前に会議を開き決定して決められて
いることが多いんだよ。

難しい事もたくさんあったと思うけど町の大切な事を
話しているんだよ。

議会を傍聴に来てくれた子供達

ひとこと

ひとこと

ひとこと

ひとことひとこと

ひとこと
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議
長
か
ら
　

議
長
か
ら
　

　
ひ
と
こ
と

　
ひ
と
こ
と

　
只
見
小
６
年
生
１２
名
が
議
会
傍

聴
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
一
般
質

問
テ
ー
マ
が「
希
望
と
歴
史
の
道
、

国
道
2
8
9
号
八
十
里
越
え
に
つ

い
て
」

　
只
見
町
の
将
来
を
左
右
す
る
内

容
の
質
疑
で
し
た
。
質
問
す
る
議

員
も
答
弁
す
る
町
長
も
真
剣
に
只

見
町
の
存
亡
を
か
け
た
議
論
が
続

き
、
児
童
達
も
６０
分
興
味
深
く
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
、
ま
さ
し
く
議
会
に
は
、
只

見
町
の
将
来
を
決
定
づ
け
る
判
断

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
子
供
も
大
人
も
み
ん
な
が
希
望

を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
け
る
町
に

な
る
よ
う
に
、
議
員
一
人
一
人
が

切
磋
琢
磨
し
て
、
責
任
あ
る
判
断

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

明日の只見町を担う児童が明日の只見町を担う児童が

議会は町の予算、税金で運営されているのでしっかり
とやらないといけないね。議会が質問し町長が答える
からだよ。

説明員として各課長が出席しているんだよ。

八十里開通は新しい事が沢山あると思うので待ち遠し
いよね。

議会には多くのルールがあるのでむずかしいよね。

また傍聴に来てね。

議会の言葉は難しいよね、「議会だより」は解りやすく
読みやすいように頑張ってるんだけどね。

ひとこと

ひとことひとこと

ひとこと

ひとことひとこと

議会
傍聴
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広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
で
は
町
民
の
皆
様
か
ら
の
様
々
な

意
見
を
聴
き
議
会
活
動
、
町
政
に
反
映
し
、
よ
り
良
い
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
場
と
し
て
一
般
会
議
開
催
の
募
集
を
し
て

お
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
と
議
会
が
一
緒
に
な
り
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

＊
テ
ー
マ

　
テ
ー
マ
は
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
事
で
も
構

い
ま
せ
ん
。
申
し
込
み
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

＊
開
催
方
法

　
日
時
・
場
所
に
つ
い
て
は
皆
さ
ん
の
都
合
に
合
わ
せ
ご
相

談
さ
せ
て　
頂
き
ま
す
。

＊
申
し
込
み
方
法

　
議
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�（
☎
８２
︱
５
３
０
０
）

一般会議募集のお知らせ

総
務
常
任
委
員
会

経
済
常
任
委
員
会

　
昨
年
Ｊ
Ｒ
只
見
線
が
全

線
再
開
通
し
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収

束
等
も
あ
り
只
見
線
の
利

用
客
も
増
え
て
き
て
い
る
。

懸
案
事
項
と
な
っ
て
い
る

只
見
駅
舎
の
乗
降
客
へ
の

利
便
性
の
向
上
や
運
行
ダ

イ
ヤ
の
見
直
し
等
Ｊ
Ｒ
東

日
本
東
北
本
部
、
福
島
県

へ
当
局
と
共
に
要
望
活
動

を
実
施
し
た
。

　
第
三
セ
ク
タ
ー
の
再
編

に
つ
い
て
は
、「
経
営
体

制
の
変
更
や
大
幅
な
経
営

改
革
を
行
い
、
第
三
セ
ク

タ
ー
等
で
引
き
続
き
実
施

し
た
い
。」
と
全
員
協
議

会
、
委
員
会
で
説
明
を
受

け
た
。
委
員
会
で
は
、
多

額
の
債
務
の
調
整
や
今
後

の
経
営
体
制
、
経
営
改
革

に
つ
い
て
具
体
的
に
示
さ

◦
医
療
体
制
の
充
実
を

◦
第
三
セ
ク
タ
ー
再
編

慎
重
に
審
査
を
継
続

朝
日
診
療
所
の

医
療
体
制

　
令
和
５
年
４
月
か
ら
看

護
師
が
２
名
減
り
11
名
と

な
っ
た
。
こ
の
た
め
業
務

が
過
重
に
な
り
医
師
や
看

護
師
な
ど
医
療
従
事
者
の

負
担
が
増
加
し
、
診
療
所

が
行
う
地
域
総
合
医
療
に

顕
著
な
支
障
が
認
め
ら
れ

る
。
早
急
に
医
療
体
制
の

充
実
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

当
局
の
一
層
の
努
力
を
求

め
る
。

人
口
減
少
対
策
に

関
す
る
調
査

　
只
見
町
の
子
育
て
政
策

に
お
け
る
「
只
見
町
保
育

所
条
例
及
び
管
理
運
営
規

則
」
は
実
態
に
沿
わ
な
い

状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と

は
以
前
に
も
報
告
し
た
通

り
で
あ
る
。
本
町
は
「
第

二
次
子
ど
も
子
育
て
事
業

①
議
会
だ
よ
り
１
７
２
号
発
行

作
業（
７
月
28
日
発
行
）

②
議
会
広
報
を
通
じ
て
町
民
の

方
に
行
政
内
容
が
分
か
り
や

す
く
、
読
ん
で
み
た
く
な
る

広
報
誌
の
発
行
を
目
指
し
取

り
組
ん
で
い
く
。

③
町
民
の
声
を
町
政
に
反
映
さ

せ
る
た
め
の
広
聴
活
動
に
も

力
を
入
れ
取
り
組
ん
で
い
く
。

④
柳
津
町
議
会
広
報
常
任
委
員

会
視
察
へ
来
庁（
４
月
１４
日
）

⑤
と
う
ほ
う
・
み
ん
な
の
文
化

セ
ン
タ
ー（
福
島
市
）に
お
い

て
町
村
議
会
広
報
研
修
会
に

参
加（
６
月
２７
日
）

計
画
」
を
策
定
し
、
厳
し

い
状
況
を
打
開
し
よ
う
と

し
て
い
る
が
、
そ
の
効
果

が
見
え
な
い
。
早
急
に
当

該
事
業
計
画
を
具
体
的
に

実
践
し
、
人
口
減
少
と
少

子
化
の
進
行
を
抑
制
す
る

よ
う
求
め
る
。　

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
慎
重
に
審
査
を

行
う
こ
と
と
し
た
。

福島県広報研修会 柳津町議会広報常任委員会来庁

大
幅
な
経
営
改
革
を
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南会津地方広域市町村圏組合議会

南会津地方環境衛生組合議会

議会運営委員会

令和５年３月２９日第２回南会津地方広域市町村圏組合議会臨時会開催
内　容　①個人情報保護に関する法律の一部改正により、同法の施行に関し必要な事項を定めるため新

たに条例制定するもの。
②消防職員の定数の増員にかかる条例改正。
③最近のガソリン価格の変動などにより通勤手当の自動車等の使用距離に応じた支給額の範囲
の条例改正。
④只見出張所建設事業造成（２期）工事の４年度分減額補正（継続費補正）による各町村の消
防費負担金の減額補正。

以上が一括上程され、異議なく議決された。
令和５年５月２４日第３回南会津地方広域市町村圏組合議会臨時会開催
内　容　①救急出動中の車両事故にかかる損害賠償の額の決定及び和解について報告があった。

②新型コロナウイルス感染症が令和５年５月８日から第５類になったことによる感染症防疫等
作業手当の支給項目の削除による条例改正。
③只見出張所新庁舎の建築主体工事を株式会社南会西部建設コーポレーション南会津事業所と
工事請負契約を締結するもの。請負金額は2億4310万円。
④消防本部の高規格救急自動車の更新として福島日産自動車株式会社会津一箕町店と物品購入
契約を締結するもの。契約金額は1777万円。
⑤高規格救急自動車用の高度救命処置用資機材の整備のためサンセイ行医機株式会社会津営業
所と物品購入契約を締結するもの。契約金額は862万円。
⑥田村広域行政組合の解散による所要の規約改正。
⑦南会津地方広域市町村圏組合監査委員の選任について同意の提案があり、只見町議会議員　
矢沢明伸が全会一致で同意された。（任期は只見町議会議員の任期と同じ）
以上が一括上程され、異議なく議決された。

令和５年３月２９日第２回南会津地方環境衛生組合議会臨時会議開催
内　容　①国の個人情報の保護に関する法律改正による条例制定（令和５年４月１日から施行）
令和５年５月２４日第３回南会津地方環境衛生組合議会臨時会議開催
内　容　①南会津地方環境衛生組合管理者に渡部正義氏、副管理者に星　学氏、渡部　勇夫氏が互選され

た。任期は令和５年５月３１日から。
②老朽化した西部衛生センターの設備更新工事の請負契約が締結
工事名　　膜設備更新　　　工事内容　　　膜設備更新工事一式
請負金額　8855万円　　契約の相手方　株式会社クリタス東北支店
③給料、報酬、職員手当等による補正。予備費による補正
④「田村広域行政組合」がなくなったための規約変更
⑤監査委員の選任について高野精一氏が選任された
以上の議案が一括上程され、議決された

◦只見出張所新庁舎建設始まる

◦管理者選任

３月　９日　　只見町議会３月会議に係る追加議案について協議
４月２６日　　只見町議会４月会議の開催について協議
６月　８日　　只見町議会６月会議の開催について協議
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塩沢高塩踏切（宮前踏切）の
安全対策に関する陳情

只見川河川改修に伴う只見
集落の内水対策整備につい
ての陳情　

冬期間の生活道路（町道）
除雪に関する請願

不
採
択

不
採
択

請
願
取
り
下
げ
採
択

陳情者
　塩沢区長　渡部　公平

理由
　現地確認、福島県只見線管理事務所などへの調
査を実施した結果、立地条件が遮断機を設置する
には適していないため、審査結果として、不採択
すべきものとした。
　尚、警笛を鳴らしての走行など、JR東日本東
北本部への安全対策の徹底の再確認を実施した。

陳情者
　只見川河川改修計画検討委員会　会長
� 菅家二千六

理由
　現地調査や当局への調査を行なった結果、排水
ポンプ車は町内移動可能なため、当該地区の内水
対策に役立てる保証がないこと、対策としては只
見用水の越水を防ぎ、被害を最小限に食い止める
ことが有効と判断し、不採択すべきものとした。
　今後は、農地中間管理機構関連農地整備事業
（只見地区圃場整備事業）において、用水路の付け
替え工事、田んぼダムによる貯水、只見用水のゲ
ート管理などが計画されており、その効果検証を
踏まえたうえで、只見用水の改良を求めていく。
　また、只見川の氾濫防止対策として、只見川と
伊南川合流点の堆砂処理を早急に実施するよう引
き続き県に要望していく。

請願者
　赤塚　洋・ミツル
　赤塚公生・幸子

理由
　除雪事業者との話し合いにより、通行
可能な除雪幅を確保できる目途が立った
ため、請願を取り下げる。

みなさまからの請願・陳情について

「国の『被災児童生徒就学支
援等事業』の継続と、被災児
童生徒の十分な就学支援を
求める意見書」の提出を求
める陳情

採
択

陳情者
　福島県教職員組合　中央執行委員長
� 瀬戸　禎子
　福島県教職員組合南会津支部　支部長
� 渡部　秀和

経過
　６月会議において賛成多数により採択とした。
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町
を
想
い
９
名
が

一般質問

町
政
を
問
う

ブナりんブナりん

議員が行政全般（役場の仕事全般）に
対して、方針を問い、政策の提言な
どを行なうことです。

一般質問とは

各議員のところにＱＲコードを
付けてみました。
一般質問の様子が見れます。
ぜひ見てね！
＊注　２名が一緒の録画動画になっています。

■ 酒井正吉郎　……………………12
八十里越の古道保存を

■ 小沼　信孝　……………………13
町の観光政策は

■ 矢沢　明伸　……………………14
町づくりとしての地域の景観形成は

■ 鈴木　好行　……………………15
高校スクールバスの更新予定は

■ 佐藤　孝義　……………………16
公共施設統合について町民への説明は

■ 酒井　右一　……………………17
生産人口の減少について対策や構想は

■ 三瓶　良一　……………………18
積極的少子化対策を

■ 山岸　国夫　……………………19
介護保険料の引き下げを　

■ 菅家　　忠　……………………20
魅力ある職場づくりを
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酒
さか

井
い

正
しょう

吉
きち

郎
ろう

議員

八十里越の古道保存を
� 答 国重要文化財の指定を目指す

問
２
０
２
６
年
の
Ｒ

２
８
９
八
十
里
越

の
開
通
日
に
合
わ
せ
記
念

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、徒
歩
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
、
自
転
車
で

踏
破
す
る
た
め
に
一
日
貸

切
り
で
自
動
車
道
を
歩
行

者
天
国
に
す
べ
き
と
考
え

る
が
。

答
国
と
県
と
の
協
議

に
な
る
。
ま
ず
は

三
条
市
と
協
議
し
実
現
で

き
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

問
Ｒ
２
８
９
八
十
里

越
沿
い
に
あ
る
、

大
麻
平
八
十
里
越
の
入
山

口
向
か
い
の
町
有
地
で
、

現
在
残
土
置
き
場
に
な
っ

て
い
る
広
場
に
、
小
規
模

で
も
木
造
の
ト
イ
レ
と
駐

車
場
を
確
保
さ
れ
た
い
。

三
条
市
側
、
魚
沼
市
側
で

は
、
両
方
共
入
山
者
の
為

に
ト
イ
レ
と
駐
車
場
を
完

備
さ
れ
て
お
り
、
ユ
ネ
ス

コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
町
と
し

て
、
最
低
限
の
お
も
て
な

し
と
し
て
、
ト
イ
レ
と
駐

車
場
の
確
保
は
不
可
欠
だ
。

答
今
ま
で
三
条
市
、

魚
沼
市
、
只
見
町

の
三
市
町
で
、
文
化
遺
産

の
保
存
と
活
性
化
に
向
け

て
共
に
活
動
し
て
き
て
い

問
５
月
の
９
日
１０
日

の
二
日
間
Ｊ
Ｒ
東

日
本
と
県
庁
に
只
見
線
再

開
通
の
御
礼
と
今
後
の
課

題
に
つ
い
て
要
望
活
動
を

実
施
し
た
。
そ
の
後
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
側
か
ら
の
返
答

は
衝
撃
的
な
内
容
で
あ
っ

た
。
沿
線
自
治
体
と
団
結

し
て
抗
議
の
行
動
を
起
こ

す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

答
担
当
者
レ
ベ
ル
だ

が
只
見
駅
の
棒
線

化
の
話
を
持
ち
出
し
て
く

る
の
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は

只
見
町
に
真
摯
に
向
き
合

っ
て
い
な
い
と
感
じ
た
。

す
ぐ
に
東
北
本
部
長
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
棒
線
化

は
確
定
し
た
も
の
で
は
な

い
と
回
答
を
い
た
だ
い
た
。

町
民
、
議
会
、
応
援
し
て

く
れ
て
い
る
方
々
の
考
え

と
意
思
を
尊
重
し
た
行
動

が
大
切
だ
と
考
え
る
。

二台並ぶ光景を残したい

る
。
発
信
力
を
強
化
し
、

整
備
す
べ
き
と
こ
ろ
は
整

備
し
て
い
く
。

問
７
月
９
日
に
三
条

市
側
で
八
十
里
越

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
さ
れ

る
が
、
２
０
２
６
年
に
迫

っ
た
Ｒ
２
８
９
八
十
里
越

の
早
期
開
通
の
機
運
の
上

昇
の
た
め
に
も
、
只
見
町

側
で
も
開
催
す
べ
き
と
考

え
る
。

答
重
要
な
こ
と
と
考

え
て
い
る
。
今
年

の
秋
に
実
施
で
き
る
よ
う

準
備
を
進
め
て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と

福
島
県
庁
へ
訪
問
し
て

�

答
先
手
を
取
る
ス
ピ
ー
ド
感
で　
　

�

次
の
手
段
を
う
つ
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小
お

沼
ぬま

信
のぶ

孝
たか

議員

問
観
光
を
話
す
上
で

観
光
入
込
数
、
入

込
目
標
が
重
要
、
目
標
数

は
。答

恥
ず
か
し
い
話
だ

が
デ
ー
タ
と
し
て

管
理
・
把
握
で
き
て
い
な

い
。
ま
ず
は
観
光
ア
プ
リ

を
導
入
し
積
み
上
げ
て
い

き
た
い
。

問
第
三
セ
ク
タ
ー
の

2
社
を
統
合
し
新

会
社
を
作
り
そ
の
会
社
で

観
光
部
門
を
担
う
と
言
わ

れ
る
が
、
新
会
社
設
立
を

待
っ
て
い
た
の
で
は
、
観

光
政
策
が
遅
れ
る
の
で
は

な
い
か
。

答
早
急
に
新
会
社
立

ち
上
げ
対
応
し
た

い
。

町
の
観
光
政
策
は

�

答
市
場
が
求
め
る
も
の
を
創
り
出
す

問
観
光
発
信
の
拠
点

作
り
が
重
要
と
考

え
る
が
。

答
只
見
駅
前
付
近
が

望
ま
し
い
。
観
光

発
信
の
拠
点
づ
く
り
を
目

指
し
整
備
し
た
い
。

問
人
材
の
体
制
、
確

保
は
で
き
て
い
る

の
か
。

答
町
内
か
ら
の
人
材

確
保
を
図
り
、
専

門
的
な
部
分
は
外
部
の
支

援
も
受
け
な
が
ら
体
制
作

り
を
し
て
い
き
た
い
。

問
観
光
受
け
入
れ
体

制
の
具
体
的
な
考

え
は
。

答
観
光
と
し
て
重
要

な
要
素
が
数
多
く

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
モ

ン
ベ
ル
と
の
包
括
連
携
協

定
の
中
で
、
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
や
「
ジ
ャ
パ
ン
エ
コ

ト
ラ
ッ
ク
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
」

を
作
り
考
え
て
い
く
。

問
観
光
施
設
「
歳
時

記
会
館
」「
田
子

倉
レ
ー
ク
ビ
ュ
ー
」
の
運

営
先
が
決
ま
っ
て
い
な
い

が
今
後
の
予
定
は
。

答
新
会
社
設
立
後
、

速
や
か
に
検
討
す

る
。問

観
光
遊
覧
船
「
ブ

ル
ー
レ
イ
ク
」
の

運
行
は
ど
う
さ
れ
る
の
か
。

答
水
位
低
下
の
問
題

も
あ
り
運
航
は
断

念
す
る
。
売
却
処
分
し
、

今
後
は
小
型
の
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
や
水
上
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
を
活
用
し
た
遊
覧

事
業
の
構
築
を
模
索
し
て

い
き
た
い
。

問
町
一
番
の
観
光
の

売
り
は
何
だ
と
考

え
る
か
。

答
自
然
、人
、歴
史
、

文
化
ど
れ
を
と
っ

て
も
素
晴
ら
し
い
。
だ
が

十
分
活
か
す
事
が
出
来
て

い
な
い
、
資
源
や
要
素
を

活
用
し
「
市
場
が
求
め
る

も
の
を
創
り
出
す
」
の
発

想
で
観
光
政
策
事
業
展
開

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
新
会
社
を
設
立
し

て
観
光
部
門
を
立

ち
上
げ
た
の
で
は
遅
い
。

観
光
の
組
織
又
は
会
社
を

立
ち
上
げ
る
の
が
先
で
は

な
い
か
。
そ
の
後
、
条
件

封鎖されてる観光施設

が
合
え
ば
統
合
し
た
ら
よ

い
の
で
は
な
い
か
。

答
提
案
と
し
て
受
け

止
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
。
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矢
や

沢
ざわ

明
あき

伸
のぶ

議員

町づくりとしての
地域の景観形成は
� 答 自然豊かな景観を維持できる様努めていく

問
Ｊ
Ｒ
只
見
線
が
再

開
通
し
、
只
見
線

の
車
窓
か
ら
の
自
然
景
観

が
杉
の
木
等
で
遮
れ
て
し

ま
う
箇
所
が
多
く
あ
る
。

線
路
沿
い
の
景
観
整
備
に

つ
い
て
計
画
、
方
針
は
あ

る
か
。

答
Ｊ
Ｒ
只
見
線
沿
い

の
景
観
整
備
は
昨

年
の
全
線
運
転
再
開
ま
で

に
主
要
な
場
所
の
景
観
整

備
を
実
施
し
て
き
た
。
指

摘
の
と
お
り
、
車
窓
か
ら

の
視
点
で
整
備
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
箇
所
も
あ

り
、
引
き
続
き
現
地
の
状

況
把
握
に
努
め
な
が
ら
手

法
等
を
検
討
し
て
い
く
。

問
塩
ノ
岐
、
布
沢
地

区
で
は
大
雪
で
倒

木
に
よ
り
停
電
と
な
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
町
内
の
道

路
周
辺
や
電
線
、
電
話
線

等
イ
ン
フ
ラ
網
設
備
の
支

障
木
、
降
雪
時
の
倒
木
等

危
険
と
な
る
樹
木
が
多
く

あ
る
。
景
観
上
も
良
好
で

は
な
い
。
こ
の
状
況
を
解

消
す
る
計
画
は
あ
る
か
。

答
令
和
２
年
１２
月
の

大
雪
で
倒
木
が
発

生
し
、道
路
交
通
や
電
線
、

電
話
線
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー

な
ど
の
多
く
の
被
害
を
も

た
ら
し
た
。
倒
木
未
然
防

止
対
策
と
し
て
東
北
電
力

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
「
災
害

時
の
協
力
に
関
す
る
協
定

書
」
を
締
結
し
た
。
更
な

る
支
障
木
伐
採
、
伐
採
後

の
景
観
維
持
、
森
林
資
源

の
有
効
活
用
の
観
点
か
ら
、

薪
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
と
の

連
携
を
検
討
し
た
い
。

問
集
落
、
地
域
の
景

観
保
全
の
最
た
る

も
の
は
農
地
の
利
活
用
の

推
進
と
考
え
る
が
、
高
齢

化
や
人
口
減
少
に
よ
り
農

地
の
維
持
、
保
全
も
大
変

な
状
況
と
な
っ
て
き
て
い

る
。
ま
た
、
里
山
が
使
わ

れ
な
く
な
っ
て
荒
れ
て
き

て
い
る
。
時
代
変
化
の
中

で
新
た
な
景
観
整
備
と
し

て
の
手
法
を
考
え
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
な
い
か
。

答
町
が
抱
え
る
大
き

な
課
題
の
一
つ
だ

と
認
識
し
て
い
る
。
高
齢

化
、
人
口
減
少
に
よ
り
農

地
の
適
切
な
管
理
が
困
難

に
な
っ
て
き
て
お
り
、
地

域
の
農
業
の
将
来
像
を
定

め
る
「
地
域
計
画
」
の
策

定
等
地
域
の
農
地
を
ど
う

利
用
し
管
理
し
て
い
け
る

の
か
、
現
実
的
な
議
論
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

集
落
、
地
域
の
話
し
合
い

に
よ
り
、
永
続
的
な
景
観

形
成
が
図
ら
れ
て
い
く
も

の
と
考
え
る
。

整備が望まれる支障木
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第７次振興計画の
評価・検証結果は
� 答 専門部員を委嘱して実施した

鈴
すず

木
き

好
よし

行
ゆき

議員

高
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

更
新
予
定
は

�

答
６
月
補
正
予
算
で
計
上

老朽化の進む町下管理棟

問
老
朽
化
し
て
い
る

町
下
管
理
棟
、
及

び
高
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
更
新
予
定
は
。

答
町
下
管
理
棟
に
つ

い
て
は
、
部
分
的

な
修
繕
で
は
な
く
、
抜
本

的
な
対
応
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。
改
修
に
つ
い
て

は
、
冬
期
間
で
も
通
年
使

用
で
き
る
屋
内
運
動
施
設

建
設
の
必
要
性
も
感
じ
て

い
る
の
で
、
一
体
的
に
整

備
す
る
の
が
良
い
と
考
え

て
い
る
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス（
高
校
）

に
つ
い
て
も
老
朽
化
に
伴

い
、
高
額
な
維
持
費
が
必

要
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

問
そ
れ
ぞ
れ
の
施
工
、

更
新
時
期
は
い
つ

か
。

答
屋
内
運
動
施
設
に

つ
い
て
は
、
町
の

公
共
施
設
の
整
備
計
画
の

中
で
優
先
順
位
と
実
施
時

期
を
検
討
す
る
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い

て
は
、
議
会
６
月
会
議
に

お
い
て
、
補
正
予
算
を
計

上
し
て
い
る
。

問
第
７
次
振
興
計
画

は
今
年
度
で
７
年

を
経
過
し
、中
期
の
評
価
・

検
証
の
年
度
に
な
る
。
評

価
・
検
証
の
結
果
で
成
果

の
上
が
っ
た
事
業
、
上
が

ら
な
か
っ
た
事
業
は
な
に

か
。

問
現
在
の
管
理
棟
は

ス
ポ
少
や
中
学
生
、

高
校
生
、
社
会
人
な
ど
幅

広
い
人
た
ち
が
利
用
し
て

い
る
が
、
休
憩
や
着
替
え

も
で
き
ず
、
利
用
者
が
不

便
な
思
い
を
し
て
い
る
。

実
施
計
画
に
も
載
っ
て
い

る
事
業
だ
。
早
急
に
改
善

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
必
要
性
は
感
じ
て

い
る
。
教
育
委
員

会
と
協
議
を
し
な
が
ら
進

め
て
行
く
。

答
「
自
然
環
境
保

全
」、「
上
下
水
道

の
整
備
」、「
高
齢
者
福
祉
」

な
ど
に
関
す
る
事
業
は
成

果
が
上
が
っ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。「
健
康
づ
く

り
・
体
力
向
上
の
た
め
の

施
設
・
遊
具
等
の
整
備
」、

「
朝
日
診
療
所
で
の
小
児

科
医
療
の
展
開
」、「
資
源

循
環
型
農
業
の
推
進
」
な

ど
は
進
捗
度
・
満
足
度
と

も
に
低
く
、
成
果
が
上
が

っ
て
い
な
い
。

問
評
価
・
検
証
の
結

果
を
町
政
に
活
か

す
た
め
の
手
法
は
。

答
満
足
度
が
低
い
分

野
に
お
い
て
、
事

業
の
見
直
し
や
拡
充
を
行

な
い
、
各
種
事
業
を
推
進

し
て
行
く
。
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佐
さ

藤
とう

孝
たか

義
よし

議員

公共施設統合について
町民への説明は
� 答 議会への説明、理解後と考えている

問
今
年
度
計
画
し
て

い
る
第
三
セ
ク
タ

ー
㈱
季
の
郷
湯
ら
里
と
㈱

会
津
た
だ
み
振
興
公
社
統

合
に
つ
い
て
、
町
民
に
町

政
報
告
会
等
で
必
要
性
や

時
期
な
ど
説
明
さ
れ
た
か
、

ま
た
ど
の
程
度
理
解
さ
れ

た
の
か
。

答
統
合
に
つ
き
ま
し

て
、
町
政
報
告
会

等
で
具
体
的
に
説
明
し
た

経
過
は
な
い
が
、
様
々
な

機
会
を
捉
え
、
挨
拶
等
の

中
で
話
を
し
て
い
る
。
こ

の
度
の
統
合
計
画
ば
か
り

で
は
な
い
が
、
町
の
施
策

等
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は

議
会
へ
説
明
す
る
こ
と
が

最
優
先
と
考
え
て
お
り
、

議
会
の
理
解
を
得
た
う
え

で
、
町
民
の
皆
様
へ
の
説

明
と
考
え
て
い
る
。

町
立
の
３
小
学
校
の

統
合
は

�

答
状
況
を
把
握
し
な
が
ら　
　

�

検
討
を
継
続
し
て
い
く

問
１５
年
前
か
ら
小
規

模
校
に
は
、
大
規

模
校
に
な
い
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
と
い
う
答
弁
ば
か
り

だ
っ
た
が
、
前
回
の
答
弁

で
は
、
教
育
審
議
会
等
で

話
題
に
な
っ
て
い
る
と
聞

い
た
。
今
年
久
し
ぶ
り
に

入
学
式
に
出
席
し
て
、
そ

ろ
そ
ろ
検
討
に
入
る
時
期

だ
と
感
じ
た
。
各
地
区
の

町
民
、
父
母
の
会
等
難
し

い
問
題
と
思
う
が
、
今
後

の
動
向
は
。

答
町
内
３
小
学
校
の

在
り
方
に
つ
き
ま

し
て
は
、
令
和
２
年
度
に

「
第
２
次
只
見
町
立
小
学

校
の
在
り
方
検
討
懇
談

会
」
に
よ
り
検
討
の
経
過

が
あ
り
、
三
地
区
に
あ
る

小
学
校
は
地
域
の
中
で
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
ま
す

ま
す
複
雑
化
、
多
様
化
す

る
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
生

き
抜
く
力
を
身
に
着
け
る

こ
と
も
重
要
で
あ
り
、
地

域
を
担
う
子
供
達
に
と
っ

て
本
当
に
必
要
な
教
育
環

境
と
は
何
か
の
議
論
を
重

ね
、
今
後
も
状
況
を
把
握

し
な
が
ら
検
討
を
継
続
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
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酒
さか

井
い

右
ゆう

一
いち

議員

問
国
道
開
通
に
よ
っ

て
考
え
ら
れ
る
デ

メ
リ
ッ
ト
に
お
い
て
、
本

町
の
生
産
人
口
は
三
条
市

な
ど
に
流
出
す
る
と
考
え

る
が
対
策
や
構
想
は
。

答
ま
ず
は
課
題
と
な

っ
て
い
る
第
三
セ

ク
タ
ー
２
社
を
統
合
す
る

新
会
社
の
設
立
で
あ
る
。

只
見
町
や
地
域
と
し
て
の

知
名
度
の
向
上
、
観
光
交

流
人
口
の
増
加
、
さ
ら
に

リ
ピ
ー
ト
率
の
向
上
を
図

り
、
継
続
し
て
支
援
し
て

い
た
だ
け
る
関
係
人
口
拡

大
へ
の
取
り
組
み
を
強
化

す
る
た
め
、
そ
の
基
盤
と

な
る
新
会
社
を
設
立
し
、

民
間
事
業
者
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
充
実
し
た

受
け
入
れ
態
勢
と
新
た
な

問
こ
の
地
域
の
道
路

は
幅
が
狭
い
上
、

セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
、
サ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
視
認
で
き
な

い
区
間
が
非
常
に
多
く
あ

り
、
交
通
安
全
を
維
持
す

る
上
で
尋
常
な
状
況
で
は

な
い
と
考
え
る
。
警
察
や

道
路
管
理
者
に
対
し
、
道

路
管
理
を
徹
底
す
る
よ
う

関
係
機
関
に
何
ら
か
の
原

則
的
約
束
を
取
り
交
わ
す

こ
と
が
で
き
な
い
か
。

生
産
人
口
の
減
少
に
つ
い
て

対
策
や
構
想
は

�

答
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

経
済
効
果
を
生
み
出
し
、

地
域
内
で
の
経
済
の
好
循

環
を
生
み
出
す
。

　
そ
れ
と
合
わ
せ
て
、
行

政
組
織
機
構
の
改
革
に
よ

る
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
、
移
住
支

交通安全について
道路管理の徹底を
� 答 課題解決に向け要望している

答
南
会
津
建
設
事
務

所
と
定
期
開
催
し

て
い
る
地
域
課
題
検
討
会

に
お
い
て
課
題
を
共
有
す

る
と
と
も
に
、
道
路
改
良

や
維
持
修
繕
な
ど
に
よ
る

課
題
解
決
に
向
け
て
要
望

し
て
い
る
。

援
の
強
化
、
保
育
所
の
認

定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
の

取
り
組
み
な
ど
子
育
て
支

援
の
強
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
で
、
こ

の
町
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
。

こ
の
町
で
子
育
て
を
し
た

い
。
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
を
進
め
、
人
口
流

出
を
防
い
で
い
き
た
い
。
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三
さん

瓶
べ

良
りょう

一
いち

議員

問
只
見
線
が
注
目
さ

れ
、
八
十
里
開
通

も
目
前
に
来
て
い
る
。
こ

の
時
期
に
観
光
協
会
を
無

く
し
た
こ
と
は
残
念
だ
。

町
観
光
施
設
は
委
託
料
に

お
ん
ぶ
に
抱
っ
こ
の
体
質

だ
。
民
も
官
も
自
己
努
力

で
運
営
す
る
の
が
方
向
性

だ
。
観
光
振
興
に
は
し
っ

か
り
し
た
観
光
協
会
が
必

要
と
考
え
る
。

答
解
散
は
残
念
。
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
は
観
光
案
内

や
相
談
に
と
ど
ま
ら
ず
観

光
の
顔
と
し
て
必
要
だ
。

湯
ら
里
と
振
興
公
社
の
統

合
の
中
で
新
体
制
が
出
来

れ
ば
し
っ
か
り
取
り
組

み
、
利
益
が
出
た
ら
委
託

積極的少子化対策を
� 答 認定こども園を急ぎ子育て支援をしたい

問
男
女
の
出
会
い
・

触
れ
合
い
→
結

婚
・
出
産
・
子
育
て
→
学

校
教
育
→
就
職
は
一
般
的

人
生
サ
イ
ク
ル
だ
。
経
済

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む

中
で
格
差
社
会
が
生
ま

れ
、
貧
富
の
差
が
拡
大
し

た
。
学
者
の
通
説
で
は
所

得
三
百
万
円
以
上
と
以
下

で
は
婚
姻
率
に
大
き
な
差

が
あ
る
と
い
う
。
先
日
公

演
さ
れ
た
桜
井
よ
し
こ
氏

も
若
者
の
貧
困
が
少
子
化

の
要
因
と
指
摘
さ
れ
た
。

若
者
が
自
信
を
持
て
る
生

活
が
出
来
る
こ
と
で
、
結

婚
、
少
子
化
に
影
響
し
て

く
る
。
公
民
館
事
業
で
過

疎
、
結
婚
少
子
化
対
策
に

取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

只
見
町
も
政
府
待
ち
で
は

な
く
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

拡
大
に
努
め
、
財
源
を
つ

く
り
若
者
を
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
す
れ
ば
、
一
定
の
効

果
は
あ
が
る
と
思
う
。
町

の
人
口
は
地
域
力
だ
。

料
を
減
ら
し
賃
金
ア
ッ
プ

で
従
業
員
の
や
る
気
を
高

め
た
い
。

問
只
見
駅
を
無
人
化

す
る
と
い
う
噂
が

あ
る
。
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
は
只
見
駅

前
に
間
違
い
な
い
か
。

答
無
人
化
の
話
は
聞

い
て
い
な
い
。
今

後
も
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
は
只
見
駅
前

だ
。

民
間
観
光
と

町
づ
く
り
協
会
を

�

答
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン　
　

�

セ
ン
タ
ー
は
必
要

答
少
子
化
対
策
は
最

重
要
課
題
の
一
つ

だ
。
給
食
費
や
様
々
な
面

で
無
償
支
援
を
し
て
い

る
。
認
定
こ
ど
も
園
を
急

ぎ
子
育
て
支
援
を
し
た

い
。
ふ
る
さ
と
納
税
は
三

千
万
円
程
度
だ
。
公
民
館

で
の
出
会
い
触
れ
合
い
の

提
案
は
貴
重
だ
。
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山
やま

岸
ぎし

国
くに

夫
お

議員

介
護
保
険
料
の

引
き
下
げ
を

�

答
基
金
活
用
を
含
め
検
討
し
た
い

問
現
在
の
介
護
保
険

料
は
、
介
護
保
険

事
業
計
画
提
案
時
に
加
入

者
の
負
担
抑
制
の
た
め
に

介
護
給
付
費
準
備
基
金
の

活
用
で
、
前
期
と
同
額
に

据
え
置
い
て
き
た
と
認
識

し
て
い
る
。

　
令
和
６
年
度
以
降
３
年

間
の
介
護
保
険
料
設
定
に

あ
た
っ
て
、
町
民
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
に
介
護

保
険
料
の
引
き
下
げ
を
求

め
る
。

答
令
和
６
年
度
か
ら

の
第
９
期
介
護
保

険
事
業
計
画
の
策
定
に
着

手
し
て
お
り
、
ア
ン
ケ
ー

ト
の
調
査
は
終
了
し
て
い

る
。
今
後
、
国
の
基
本
指

針
案
と
介
護
報
酬
の
改
定

が
示
さ
れ
る
の
で
、
介
護

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
基

金
の
活
用
も
含
め
て
策
定

委
員
会
で
検
討
し
て
い
く
。

問
介
護
保
険
制
度
開

始
年
度
か
ら
第
８

期
ま
で
の
介
護
保
険
料
の

推
移
（
基
準
額
を
基
本
に

年
額
）
は
。

答
平
成
１５
年
度
（
第

２
期
）は
３
５
，３

１
６
円
。令
和
３
年
度（
第

８
期
）７
０
，８
０
０
円
。

問
令
和
３
年
度
か
ら

の
介
護
給
付
費
準

備
基
金
の
活
用
状
況
と
基

金
残
額
は
。

答
介
護
給
付
費
準
備

基
金
の
残
高
は
、

令
和
２
年
末
で
約
６
，１

８
５
万
円
、
令
和
４
年
度

末
で
７
，９
１
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。
第
８
期
に

お
い
て
、
現
時
点
で
は
基

金
は
取
り
崩
し
て
お
ら
ず
、

毎
年
積
み
立
て
て
い
る
。

問
現
在
の
介
護
保
険

料
は
制
度
開
始
か

ら
２
倍
に
な
っ
て
い
る
が

町
長
の
認
識
は
。

答
年
々
負
担
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
理
解

で
き
る
。
高
齢
化
が
進
行

し
て
い
く
こ
と
に
伴
う
も

の
で
、
２
倍
は
大
変
だ
と

思
い
つ
つ
、
や
む
を
え
な

い
も
の
と
思
う
。

問
介
護
保
険
料
は
、

こ
の
制
度
が
導
入

さ
れ
て
以
来
保
険
料
が
増

加
し
加
入
者
の
生
活
を
圧

迫
し
て
い
る
。
ま
た
、
介

護
保
険
利
用
時
に
お
け
る

国
の
政
策
に
よ
る
制
度
改

悪
に
よ
り
利
用
者
の
負
担

も
増
え
て
お
り
、
施
設
入

所
者
の
家
族
か
ら
は
費
用

の
額
に
つ
い
て
「
高
い
」

と
の
声
も
聞
か
れ
る
。
ま

た
、
物
価
高
騰
で
の
町
民

生
活
は
極
め
て
深
刻
な
状

況
に
あ
る
と
思
う
。

答
切
な
る
ご
質
問
の

趣
旨
を
受
け
止
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
介
護

保
険
料
の
町
民
負
担
の
軽

減
を
は
か
る
よ
う
基
金
の

活
用
含
め
て
検
討
し
て
い

く
。
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菅
かん

家
け

　忠
ただし

議員

問
魅
力
あ
る
職
場
に

は
、
職
務
分
担
と

意
思
決
定
が
明
快
で
あ
る

こ
と
が
必
要
だ
。
意
思
決

定
に
お
い
て
は「
公
平
性
」

が
重
要
だ
と
考
え
る
。
例

え
ば
、
税
収
の
割
合
に
大

き
く
影
響
す
る
町
の
一
部

の
地
域
に
重
点
投
資
を
す

る
こ
と
に
公
平
性
は
あ
る

か
。答

難
し
い
質
問
で
あ

る
。
投
資
の
内
容

に
よ
る
の
で
、
公
平
性
に

つ
い
て
は
判
断
が
つ
き
に

く
い
。

魅力ある職場づくりを
� 答 既存事業を見直し、事務改善に努める

問
私
は
公
平
性
が
あ

る
と
考
え
る
。

　
あ
る
市
長
の
考
え
を
紹

介
す
る
。
重
点
投
資
に
公

平
性
が
な
い
と
考
え
る
こ

と
は
「
公
平
性
の
罠
」
で

あ
る
。
そ
れ
は
入
口
の
公

平
性
、
分
配
の
公
平
性
し

か
見
え
て
い
な
い
。
重
点

投
資
を
し
た
結
果
、
全
市

に
利
益
が
還
元
さ
れ
れ
ば

「
結
果
の
公
平
性
」
が
あ

る
。

　
け
れ
ど
も
市
民
は
不
満

だ
。
あ
そ
こ
ば
か
り
ズ
ル

い
と
声
が
あ
が
る
。
し
か

し
重
点
投
資
で
得
た
利
益

が
あ
る
か
ら
水
道
料
金
を

安
く
で
き
て
い
る
と
説
明

す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
市

民
が
不
満
だ
が
仕
方
な
い

と
言
う
。

　
し
か
し
そ
れ
に
納
得
し

な
い
市
民
も
当
然
い
る
。

そ
の
市
民
に
説
明
責
任
で

止
ま
っ
て
い
て
は
ダ
メ
だ
。

こ
れ
か
ら
の
行
政
は
「
説

得
責
任
」が
必
要
で
あ
る
。

デ
ー
タ
を
持
ち
、
熱
量
を

持
ち
、
し
っ
か
り
と
市
民

を
説
得
す
る
こ
と
が
大
切

に
な
る
。
今
の
住
民
に
嫌

わ
れ
て
も
、
将
来
の
住
民

に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
で

あ
れ
ば
進
め
る
覚
悟
が
必

要
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。

私
も
同
様
の
考
え
だ
。

答
結
果
の
公
平
性
、

大
切
な
視
点
で
あ

る
と
思
う
。
説
得
の
責
任

と
そ
の
よ
う
な
覚
悟
と
考

え
を
持
っ
て
行
政
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
、
改
め
て
叱
咤
激

励
を
い
た
だ
い
た
気
持
ち

だ
。

問
全
職
員
へ
の
苦
言

に
な
る
が
、
来
庁

者
、
住
民
に
率
先
し
て
挨

拶
が
で
き
て
い
な
い
と
感

じ
て
お
り
、
改
め
る
べ
き

だ
。

　
ま
ち
づ
く
り
の
意
思
決

定
は
、
住
民
の
福
祉
（
幸

福
度
）
の
増
進
が
大
原
則

だ
と
考
え
る
。
そ
の
大
原

則
の
上
に
公
平
性
が
あ
る

職
場
、
組
織
を
作
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

答
一
般
質
問
を
と
お

し
て
示
唆
に
富
む

事
例
な
ど
教
え
て
い
た
だ

き
、
今
後
の
業
務
の
力
に

な
る
も
の
と
感
じ
て
い
る
。

特
に
第
三
セ
ク
タ
ー
再
編

に
つ
い
て
は
結
果
の
公
平

性
を
意
識
し
、
説
得
責
任

を
果
た
し
て
い
く
。
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ブナりん イワっぺ

アカショウちゃん

只見町キャラクター ©Tadami

Vol.36

只見町議会中継は、
只見町議会ホームページから
視聴できます。

「国保議会」って　　

どういう意味なの？

みんなに代わって只見町のキャラクターたちが聞いてくれました。

アカショウちゃん
　６月会議って「国保議会」
ってよく聞くけど。

ブナりん
　だから３月の会議には、間
に合わないんだね。

議長
　国保税額を決めるための保
険者数や所得の確定するのが
５月末になってしまうからな
んだ。

　将来の見通しや、基金の状況など様々な要
因を考えて決定されるため、６月になってし
まうので、６月会議が「国保議会」と呼ばれ
るんだ。

ブナりん
　難しいことがたくさんある大切な議会のこ
となんだね。

議長
　少し難しい用語がたくさん出てきたけど、
なるべく解りやすく話すのでまたいろんなこ
とを聞いてね。

議長
　６月に保険税率の改正を行う条例とか補正
予算が提案されるから通称「国保議会」と呼
ばれるんだ。

アカショウちゃん
　でも３月は予算審議だからその時、決めた
方がいいんじゃない。

議長
　そうなんだけど３月に確定申告してもらっ
てからでないと医療費の支出状況とか、分か
らないし、それを元に国や県の負担金とかが
決まるんだよ。

イワっぺ
　その方がスッキリすると思
うけど。
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只
見
高
校

　
　
２
年　
小こ

杉す
ぎ　

美み

菜な

　
私
た
ち
は
今
、
多
く
の
人

の
目
に
留
ま
る
斬
新
な
商
品

の
開
発
を
目
指
し
、
目
黒
麹

店
様
の
ご
協
力
の
下
「
フ
レ

　
只
見
高
校

　
　
２
年　
菊き

く

地ち　
祐ゆ

う

成せ
い

　
私
は
、
只
見
町
の
良
さ
は

や
は
り
「
自
然
」
に
あ
る
と

考
え
ま
す
。都
会
に
は
な
い
、

夏
は
緑
が
町
を
彩
り
、
冬
は

町
が
白
銀
の
世
界
に
包
ま
れ

ー
バ
ー
甘
酒
」
作
り
を
進
め

て
い
ま
す
。
入
学
か
ら
約
一

年
が
経
ち
、
只
見
で
は
本
来

な
ら
多
く
の
人
を
魅
了
し
て

い
る
は
ず
の
資
源
が
見
つ
け

て
も
ら
っ
て
い
な
い
状
態
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
現
在
、
只
見
町
の
特
産
品

で
あ
る
じ
ゅ
う
ね
ん
と
味
噌

を
採
用
し
て
試
作
を
繰
り
返

し
て
い
ま
す
。
秋
の
イ
ベ
ン

る
光
景
は
、
非
常
に
魅
力
的

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
今
、
私
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
を
通
じ
て
只
見
の
四
季

折
々
の
風
景
を
Ｐ
Ｒ
す
る
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｇ
Ｗ
に
は
田
子
倉
ダ
ム
か
ら

見
え
る
風
景
の
撮
影
に
挑
戦

し
、
只
見
町
は
山
に
囲
ま
れ

て
い
る
自
然
豊
か
な
場
所
だ

と
再
確
認
で
き
ま
し
た
。
次

は
１
日
の
景
色
の
移
り
変
わ

ト
と
し
て
試
食
会
を
行
い
ま

す
の
で
、
私
た
ち
「
只
見
の

食
・
農
業 

新
名
物
開
発
班
」

を
見
か
け
た
ら
ぜ
ひ
お
声
掛

け
く
だ
さ
い
。

　
魅
力
あ
る
四
季
折
々
の
只

見
の
自
然
を
発
信
し
多
く
の

人
に
来
て
も
ら
い
た
い
で
す

ね
。

只
見
の
特
産
品
を
増
や
し
た
い

私
が
考
え
る
只
見
の
良
さ

発
行
責
任
者

　
議　
　
長　
大
塚
純
一
郎

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
委
員
長　
小
沼　
信
孝

　
副
委
員
長　
菅
家　
　
忠

　
委　
　
員　
中
野　
大
德

　
　
　
　
　
　
山
岸　
国
夫

　
　
　
　
　
　
鈴
木　
好
行

　
　
　
　
　
　
矢
沢　
明
伸

編
集
後
記

　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
の
所
管
事
務
は
年

４
回
の
議
会
だ
よ
り
発
行
作
業
。
会
期
終
了

後
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
発
行
、
読
み
や
す
く
、

わ
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
心
掛
け
委
員

全
員
で
担
当
を
決
め
原
稿
を
作
る
作
業
を
し

て
お
り
ま
す
。「
広
報
」の
分
野
は
そ
れ
な
り

に
発
信
出
来
て
い
る
か
と
自
分
な
り
に
は
感

じ
て
お
り
ま
す
が
。（
思
い
込
み
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
）
一
方
「
広
聴
」
町
民
の
声
を
聴

き
発
信
す
る
と
こ
ろ
が
出
来
て
い
な
い
し
、

少
な
い
、
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
任
期
中
、

残
り
数
回
の
発
行
と
な
り
ま
す
が
、
多
く
の

町
民
の
意
見
や
声
を
聴
き
発
信
で
き
る
コ
ー

ナ
ー
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
の
際
は
何
卒
ご
協
力
参
加
を
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

�

（
小
沼
信
孝
委
員
長
）

ひ
と
こ
と

ひ
と
こ
と

　
新
し
い
感
覚
で
只
見
ら
し

い
食
の
発
見
を
し
て
、
魅
力

あ
る
特
産
品
を
生
み
出
し
て

下
さ
い
。

り
も
撮
影
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
「tadam

i_pr

」
の
フ

ォ
ロ
ー
を
お
願
い
し
ま
す
。
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